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インバウンド需要に沸く日本。中でも首都・東京は、年間に延べ5億人以上が訪れる一大観光都市になりました。その東京
の代表的な観光手段といえば、黄色い車体に赤いロゴの入った「はとバス」です。はとバスは、2018年に創業70周年を迎え
た老舗企業。押しも押されもせぬ観光業界のロングセラーです。

はとバスの前身に当たる新日本観光は、1948年8月に設立されました。設立の中心となったのは、東京地下鉄道（現・東京
地下鉄）出身で東京都交通局に勤務経験を持つ山本龍男でした。

当時はまだ、戦後の混乱が収まっていない時代。食料や生活用品の確保が困難で、人々の多くは観光の余裕などありま
せんでした。しかし龍男は、復興したら観光事業が重要になると考え、いち早く観光バス事業に乗り出します。

龍男は「内外人を対象として、内は国内観光に新時代にして快適なサービスを供する」「外は国際観光客に対して本事業
を通じて新生平和日本の真の姿を紹介」することを趣旨に掲げ、新日本観光を設立しました。物資の不足が著しく、バスは
中古バスを集め、燃料は廃油まで利用しなければならないような状況でしたが、1949年1月1日に新日本観光は最初の観
光バスを走らせました。行き先は、成田山新勝寺。成田山初詣の団体貸し切りバスです。

定期観光バスは最初の営業から女性バスガイドが同乗… 続きを読む
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